
●準備4: Tool Serverとして登録し、
  　カスタムモデルを作る

テスト例

Tool Server（ツールサーバー）とは：Open WebUIの用語で、OpenAPI形式で公開されたAPIサーバーを「モデルが呼び出せる道具箱」として登録する仕組み。一度登録すれば、その道具箱に入
っているツール（今回ならmysql_query）を、任意のモデルやカスタムモデルから有効・無効を切り替えて使い回せる。

社内ネットワーク（この枠の外に出る矢印は 1本もない）

MySQL
salesdb

Docker Compose で一括起動する 3コンテナ（付録の docker-compose.yml）

OpenAPI（Open WebUI が話せるプロトコル） MCP（LLM向けに設計されたプロトコル）

ポイント   Open WebUI はMCPを直接話せない。両者を橋渡しするのがmcpoの役割。

mcpo
MCP ⇄ OpenAPI 変換

@benborla29/mcp-server-mysql
MCPサーバー

社員

ブラウザ

vLLM（Gemma 4 26B）
Radeon AI PRO R9700

第 1回で構築（同じマシン上で稼働）

Open WebUI
MCP は話せない

 質問
（自然文）
1

推論リクエスト2 「mysql_query を使え」
（Function Calling の指示）
3

OpenAPI
（HTTP）
OpenAPI
（HTTP）
4

MCP（stdio）5

SELECT のみ6

取得した結果を LLMが自然文で要約して返す（同じ経路を逆にたどる）7

図5 ｢発注点を下回っている商品は？」がデータベースに届くまで 表3 カスタムモデル「在庫管理」
項目 内容
モデル名 在庫管理
モデルID inventory-assistant
ベースモデル 接続しているLLM
Tools 先ほど登録したMySQL （在庫） Tool 

Serverを有効化

bashの抜粋

curl -X POST -H "Authorization: Bearer (APIキー )" -H 
"Content-Type: application/json" \
  -d '{"sql":"SELECT product_name, stock_qty, 
reorder_point FROM ... WHERE stock_qty < reorder_
point"}' \
  http://localhost:8000/mysql/mysql_query
# => [[{"product_name":"ラミネーター ","stock_
qty":14,"reorder_point":23}, ...]]

完全版はこちら▶


